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ひとしずく

今
晩
は
、
皮
を
火
で

あ
ぶ
る
と
パ
チ
パ
チ

と
よ
く
乗
っ
た
脂
が

跳
ね
る
よ
う
な
ク
ロ

に
、
ス
ラ
イ
ス
し
た

ニ
ン
ニ
ク
、
刻
ん
だ

青
ジ
ソ
、
ネ
ギ
を
山

盛
り
に
乗
せ
、
ポ
ン

酢
を
タ
ッ
プ
リ
と
か
け
て
食
べ

る
、
で
き
れ
ば
1
㌔
を
軽
く
超

え
る
よ
う
な
丸
々
と
太
っ
た
尾

長
グ
ロ
で
つ
く
っ
た
“
た
た

き“

で
―
▼
や
は
り
そ
れ
に
は

少
し
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
の
高
い

壱
岐
産
麦
焼
酎
の
ロ
ッ
ク
が
合

う
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
い
つ

も
の
25
度
の
湯
割
り
が
い
い
だ

ろ
う
か
。
そ
の
た
た
き
を
味
わ

い
な
が
ら
そ
の
1
日
の
釣
り
を

振
り
返
り
な
が
ら
一
人
で
？
家

族
で
？
釣
友
ら
を
招
い
て
ワ
イ

ワ
イ
と
、
色
々
な
シ
ー
ン
を
イ

メ
ー
ジ
し
、
ど
れ
も
“
う
ま
そ

う“

な
ど
と
思
い
な
が
ら
呑
む

焼
酎
の
味
も
な
か
な
か
な
も
の

▼
実
際
に
は
、
最
近
は
ほ
と
ん

ど
釣
り
に
は
行
け
て
い
な
い
の

で
、
い
つ
も
の
釣
り
場
で
は
魚

た
ち
が
「
エ
サ
は
ま
だ
か
」
と

呼
ん
で
い
る
よ
う
な
気
し
て
い

る
し
、
遥
か
西
の
空
の
色
合
い

が
複
雑
に
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に

変
化
さ
せ
な
が
ら
沈
み
ゆ
く
夕

陽
を
、
い
つ
も
の
磯
に
立
っ
て

眺
め
楽
し
み
つ
つ
、
近
づ
く
大

物
の
気
配
を
強
く
意
識
し
な
が

ら
、
久
々
に
釣
り
を
た
っ
ぷ
り

と
味
わ
い
た
い
も
の
と
も
▼

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
過
ぎ

て
、
自
分
に
と
っ
て
の
今
期
の

磯
釣
り
は
、
そ
ろ
そ
ろ
シ
ー
ズ

ン
オ
フ
の
頃
で
も
あ
り
、
近
い

う
ち
に
1
回
く
ら
い
と
考
え
て

い
る
が
、
夏
の
苦
手
な
あ
の

魚
・
バ
リ
（
ア
イ
ゴ
）
が
針
に

掛
か
る
の
は
困
る
―
そ
ん
な
こ

ん
な
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
グ

ラ
ス
片
手
に
エ
ア
ー
フ
ィ
ッ
シ

ン
グ
も
案
外
―
。

練習の成果を発揮して懸命に競技する選手たち

選手宣誓をする松永知大さん

ワークショップの貝殻アート作り

勝
本
か
ら
地
区
大
会
始
ま
る

第
7
分
団
布
気
が
優
勝

第
25
回
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

　
今
年
は
2
年
に
1
度
実
施
さ
れ

て
い
る
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
の

年
で
、
市
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

へ
の
出
場
チ
ー
ム
を
決
め
る
地
区

大
会
が
13
日
の
勝
本
地
区
を
皮
切

り
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
大
会
は
芦
辺
町
、
離
島
セ
ン

タ
ー
横
の
市
操
法
訓
練
場
で
行

わ
れ
、
第
25
回
勝
本
地
区
大
会

に
は
、
小
型
ポ
ン
プ
車
操
法
の

部
に
7
分
団
か
ら
10
チ
ー
ム
が

出
場
、
「
自
分
た
ち
の
地
域
は

自
分
た
ち
で
守
る
」
の
消
防
団

精
神
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
た
見

事
な
動
作
を
披
露
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
大
会
会
長
の

割
石
賢
明
市
消
防
団
長
が
「
消

防
団
は
地
域
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
組
織
。
家
族
や
職
場
の
理

解
と
協
力
の
も
と
、
積
み
重
ね

て
き
た
訓
練
で
培
っ
て
き
た
技

術
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
発
揮
し

て
最
後
ま
で
競
技
し
、
市
大
会

に
向
け
て
一
つ
で
も
上
を
目
指

し
て
ほ
し
い
。
選
手
諸
君
の
健

闘
を
祈
る
」
と
挨
拶
。

　
白
川
博
一
市
長
（
メ
ッ
セ
ー

ジ
代
読
）、
市
山
繁
市
議
会
議

長
の
来
賓
祝
辞
な
ど
に
続
き
、

選
手
を
代
表
し
て
第
7
分
団

（
布
気
）
チ
ー
ム
の
指

揮
者
・
松
永
知
大
さ

ん
＝
班
長
＝
が
「
地

域
防
災
の
精
神
と
日

頃
の
訓
練
の
成
果
を

発
揮
し
て
、
最
後
ま

で
正
々
堂
々
と
競
技

す
る
こ
と
を
誓
い
ま

す
」
と
選
手
宣
誓
、

競
技
が
行
わ
れ
た
。

　
大
会
で
は
第
7
分

団
（
布
気
）
＝
指
揮
者
・

松
永
知
大
、
1
番
員
・

上
野
裕
司
、
2
番
員
・

豊
坂
勝
美
、
3
番
員
・

中
田
大
樹
、
補
欠
・
橋

川
浩
二
＝
が
１
５
６

点

で

優

勝

。

準

優

勝
・
第
4
分
団
（
東
）
、

１
５
２
点
、
3
位
・
第

5
分
団
（
仲
・
西
戸
）
、

１
４
０
点
。
市
大
会
に

は
こ
の
上
位
3
チ
ー

ム
が
小
型
ポ
ン
プ
操

法
の
部
に
出
場
す
る
。

　
地
区
大
会
は
勝
本

の
後
、
6
月
17
日
に
芦
辺
地

区
、
同
24
日
・
郷
ノ
浦
、
石

田
で
開
か
れ
、
市
大
会
が
7

月
1
日
の
行
わ
れ
、
県
大
会

が
県
消
防
学
校
で
8
月
5
日
、

全
国
大
会
は
東
京
で
10
月
7

日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
。

自
治
公
民
館
長
を

行
政
協
力
員
に
委
嘱

各
町
で
6
月
1
日

特
設
人
権
相
談
所

　
本
年
度
自
治
公
民
館
長
会
議

（
石
田
町
）
が
９
日
夜
、
同
町
、

改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
白

川
博
一
市
長
が
25
公
民
館
長
に

「
行
政
協
力
員
」
の
委
嘱
状
を

交
付
し
た
。

　
市
は
昨
年
度
か
ら
自
治
公

民
館
へ
の
交
付
金
を
統
一
し

て
知
事
公
民
館
と
の
委
託
契

約
を
結
ん
で
い
た
。
し
か
し
、

自
治
公
民
館
長
の
委
託
契
約

書
や
請
求
書
の
提
出
な
ど
の

負
担
が
増
え
、
交
付
金
の
支
払

い
が
遅
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

今
年
度
か
ら
「
行
政
事
務
委
託

料
」
を
「
行
政
協
力
事
務
交
付

金
」
と
し
て
各
自
治
公
民
館
へ

交
付
す
る
こ
と
に
し
、
自
治
公

民
館
長
を
行
政
協
力
員
と
し

て
委
嘱
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
委
嘱
状
の
交
付
に
続
き
、
市

の
各
部
署
が
業
務
を
説
明
。
出

席
し
た
自
治
公
民
館
長
か
ら
は

「
公
民
館
は
災
害
時
の
避
難
所

に
な
っ
て
い
る
が
、
防
災
無
線

が
付
い
て
い
な
い
。
避
難
施
設

だ
か
ら
申
請
し
な
く
て
も
設
置

す
る
の
が
当
然
。
非
常
口
も
な

い
」
や
「
交
付
金
は
こ
れ
ま
で

通
り
、
公
民
館
長
の
口
座
に
振

り
込
ん
で
も
ら
い
た
い
」
な
ど

の
意
見
が
出
て
い
た
。

　
今
後
、
14
日
に
芦
辺
町
、
15

日
に
勝
本
町
、
17
日
に
郷
ノ
浦

町
で
同
様
に
開
か
れ
る
。

ＧＷに５６００人が来館
一支国博物館

　
芦
辺
町
、
一
支
国
博
物
館

は
8
日
、
今
年
の
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
＝
Ｇ
Ｗ
＝
の
来

館
者
数
を
ま
と
め
た
。

　
ま
と
め
に
よ
る
と
、
Ｇ
Ｗ
期

間
中
の
来
館
者
は
５
６
０
０

人
で
昨
年
を
１
千
人
上
回
り
、

4
月
28
日
か
ら
30
日
の
期
間

前
半
は
１
４
２
２
人
、
5
月

1
日
か
ら
6
日
ま
で
の
後
半

は
４
１
７
８
人
。

　
常
設
展
・
観
覧
者
数
は

３
２
２
７
人
（
前
半
８
３
７

人
、
後
半
２
３
９
０
人
）
と

な
っ
て
お
り
、
昨
年
に
比
べ

２
６
８
人
増
加
し
、
こ
の
う

ち
２
２
８
３
人
が
市
外
か
ら

の
来
場
。
企
画
展
・
観
覧
者

は
１
０
２
３
人
（
同
３
４
４

人
、
同
６
７
９
人
）
で
、
同

様
に
１
５
８
人
増
え
て
お
り
、

６
６
８
人
が
市
外
か
ら
の
観

覧
者
と
な
っ
て
い
る
。

　
期
間
中
の
主
な
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
は
▽
バ
ー
チ
ャ
ル
航

海
体
験
・
１
８
４
人
▽
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
ト
ー
ク
・
9
人
▽
人

形
劇
上
演
・
１
５
０
人
▽
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
・
13
人
▽
壱
岐

商
業
高
校
吹
奏
楽
部
演
奏

会
・
１
２
０
人
な
ど
と
な
っ

て
い
る
。
入
館
者
が
最
も
多

か
っ
た
の
は
5
月
4
日
の

１
１
１
３
人
。

　
ま
た
、
4
月
1
ヵ
月
間
の

実
績
は
７
７
６
７
人
で
、
オ
ー

プ
ン
以
来
の
入
館
者
数
は

25
万
５
６
９
４
人
。

壱
岐
観
光
物
産
展
を
開
催

18
～
20
日
博
多
駅
博
多
口
駅
前
広
場

　
壱
岐
観
光
物
産
展
実
行
委
員

会
（
吉
田
寛
会
長
）
は
18
日
か

ら
20
日
ま
で
の
3
日
間
、
福
岡

市
、
Ｊ
Ｒ
博
多
駅
の
博
多
口
駅

前
広
場
で
「
長
崎
県
・
壱
岐

の
島
か
ら
玄
海
灘
を
越
え
て

や
っ
て
く
る
！
壱
岐
観
光
物

産
展
ｉ
ｎ
博
多
駅
」
を
開
く
。

　
期
間
中
は
、
▽
農
水
産
物
、

加
工
品
な
ど
島
の
特
産
品
の

直
送
、
販
売
▽
麦
焼
酎
の
発

祥
「
壱
岐
焼
酎
」
の
試
飲
・

販
売
▽
観
光
案
内
④
踊
り
子

隊
に
よ
る
「
新
壱
州
お
け
さ
」

の
披
露
、
19
日
午
後
、
20
日

午
前
中
▽
一
支
國
国
民
証
の

発
行
▽
ガ
ラ
ポ
ン
抽
選
大
会

な
ど
予
定
さ
れ
て
い
る
。

「聴く・観る・触れる絆」
壱岐法人会総会・記念講演

　
（
社
）
壱
岐

法
人
会
（
長
田

玄
一
郎
会
長
）

の
本
年
度
・
第

21
回
通
常
総
会

が
22
日
午
後
4

時
半
か
ら
、
郷

ノ
浦
町
、
ホ
テ

ル
太
安
閣
で
行

わ
れ
る
。

　
当
日
は
総
会

を
前
に
、
記
念

講
演
が
午
後
3

時
か
ら
4
時
20

分
ま
で
、
（
有
）

秋
月
オ
フ
ィ
ス

の
代
表
取
締
役
・
秋
月
枝
利
子
さ

ん
を
講
師
に
招
い
て
開
か
れ
る
。

　
記
念
講
演
は
「
聴
く
・
観
る
・

触
れ
る
絆
」
を
テ
ー
マ
に
、
東

日
本
大
震
災
か
ら
「
勝
ち
組
」

「
負
け
組
」
と
い
う
言
葉
を
聞
か

な
く
な
っ
た
。
そ
の
反
対
に
見

直
さ
れ
て
い
る
の
が
「
絆
」
と

い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
利
害

を
超
え
た
家
族
・
友
人
・
職
場

や
地
域
の
仲
間
な
ど
の
人
間
関

係
。
増
え
る
一
方
の
う
つ
病
患

者
の
治
療
方
法
に
も
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
見
直
さ
れ
て

い
る
。
今
1
度
立
ち
止
ま
っ
て
、

あ
な
た
の
「
絆
」
を
見
直
し
ま

せ
ん
か
|
と
行
わ
れ
る
。

　
入
場
は
無
料
で
一
般
多
数
の

聴
講
が
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る
。

　
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
は

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
の
6

月
1
日
、
全
国
一
斉
・
特
設
人

権
相
談
所
を
開
設
す
る
。

　
本
市
で
は
午
前
10
時
か
ら

午
後
3
時
ま
で
、
▽
郷
ノ
浦

町
、
文
化
ホ
ー
ル
▽
勝
本
町
、

か
ざ
は
や
▽
芦
辺
町
、
つ
ば

さ
▽
石
田
町
、
改
善
セ
ン
タ
ー

で
実
施
さ
れ
る
。


